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２０２２年（令和４年） １２月 １日 (木) 晴れ 第２７４６回（当年度第１５回） 例会  
                    

点 鐘                 会長  冨永 典夫君 

司 会                 ＳＡＡ  片平 博己君 

ロータリーソング斉唱      「それでこそロータリー」 

四つのテスト唱和               田岡 剛君

－ 言行はこれに照らしてから － 

１．真実かどうか 

２．みんなに公平か 

３．好意と友情を深めるか 

４．みんなのためになるかどうか 

 

ゲスト及びビジター紹介 

 
米山奨学生 タンヤピシット・シタン君 

ようこそ江南ロータリークラブへ！ 

 

会長挨拶 

 
 会長  冨永 典夫君 

１２月は疾病予防と治療月間です。２０１４年１０月ＲＩ

理事会は、１２月を重点分野、疾病予防と治療月間とし

ました。地域社会の医療従事者の能力向上、伝染病の

伝播を食い止め、非伝染病とそれによる合併症を減ら

すための、疾病予防プログラム、地域社会の医療インフ

ラの改善、疾病の蔓延を防止することを目的とした、地

域住民への教育と地域動員、疾病またはケガによって

引き起こされる身体障害の予防、疾病予防と治療に関

連した仕事に従事することを目指す専門職業人のため

の奨学金支援を強調する月間であります。世界の中で

も日本は長寿社会で、２０１９年の日本人の平均寿命は

男性が８１．５才で世界２位、女性が８６．９才で世界１

位でしたが、男女合わせれば、平均寿命は８４．３才で、

依然として世界一の長寿国です。しかし､日本も以前は

欧米に比べて決して長くなく、明治時代の男女平均寿

命は４３才、大正時代が４６才でありむしろ寿命の短い

国に分類されていました｡戦後､生活環境の改善によっ

て､日本人の栄養状態がよくなったからといわれていま

す｡感染症で亡くなる割合が減り、母子保健の充実によ

り､乳幼児､新生児の死亡率が極端に低下したことが日

本人の平均寿命を大幅に延ばした要因の一つとして挙

げられています。開発途上国における病気の８０％は汚

水が原因ともいわれています｡また、開発途上国での人

口の増加がさらに水不足に拍車をかけており、そのこと

が食料生産に支障をきたすとともに労働力の低下を招

き､途上国の開発･発展に大きな妨げになっています｡こ

のように、水問題は、疾病の予防の意味でも避けて通

れない課題です。病気の蔓延や医療不足に悩む地域

社会に、仮設クリニックや献血センター、研修施設を作

ったり、医師と患者と政府が協力できるインフラを設計

するなど、世界中のロータリー会員は、人びとがより良

い医療を利用できるよう支援しています。マラリア、HIV

／エイズ、アルツハイマー、多発性硬化症、糖尿病、ポ

リオなど、人びとを苦しめる病気の予防・治療や患者の

支援に当たっている会員も大勢います。衛生教育のほ

か、無料の定期健康診断や眼科・歯科検診も行ってい

ます。世界のすべての子どもたちが安全で健康な暮し

ができる日がいつか来ることを願いながら、我々もでき
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る範囲で、グローバルな奉仕活動に取り組んで行きた

いと思います。 

 

幹事報告  -別紙-         幹事 岩田 進市君 

出席報告                 委員 木本 寛君 

会員数 出席者数 欠席者数 出席率 

４６名 ３２名 １４名 ７６．１９％ 

 

ニコボックス                 委員 木本 寛君 

〇伊藤鶴𠮷君、在籍５０周年おめでとうございます。 

会員卓話、森 弘好君本日の卓話よろしくお願いしま

す。 

冨永 典夫、南村 朋幸、岩田 進市、駒田 洋平 

各君 

〇伊藤先輩５０年在籍おめでとう。本日卓話担当します 

  よろしくお願いします。 

森 弘好君 

〇チャリティーコンサートに出演することになりました。 

  本来なら例会に出席してご案内するところですが、所

要の為、欠席となります事、お許しください。皆様コン

サートへのご来場よろしくお願い致します。 

南村 朋幸君 

〇伊藤鶴𠮷君 

在籍５０周年おめでとうございます！ 

会員卓話 森 弘好 君 

本日の卓話、よろしくお願い致します。 

倉知 正憲、松岡 一成、庄田 元久、古田 嘉且、 

堀尾 庄一、伊藤 靖祐、沢田 昌久、片平 博己、 

岩田 静夫、猪子 明、長瀬 晴義、波多野 智章、 

中村 耕司、富田 清孝、加藤 義晴、木本 寛、 

尾関 育良                       各君 

 

卓 話  「在籍３３年を振り返って」 

 
森 弘好君 

 

私は江南ロータリークラブ２５周年の年の１２月１４日

年次総会の日に入会しました。 

入会当初はチャーターメンバー２７人のうち９名が在籍

しておられ、中村熙さん、松永金次郎さん、松岡鉱司さ

ん、佐野廉さん、木村三千夫さん、前田道孝さん、鈴木

梶三郎さん、堀場公夫さんが例会に出席して見えました

が福田源一さんは療養の為例会を欠席されていて一度

もお会いすることはありませんでした。当時の例会場は

東海銀行の２階の会議室を借りていました。ＳＡＡが会

場設営から湯沸かし、お茶の用意と１１時には集合し例

会後の片付けまで大変な委員会でした。私は２年目に

ＳＡＡになり入会年度は親睦委員会に配属されました。

配属２日後に犬山ホテルで年忘れ家族例会があり、い

きなり子供向けのクイズか何かをやってくれと言われ

「ロータリーに NO は無い」と無茶ぶりをされて驚いた思

い出があります。 

それから２、３年は例会ごとに緊張の連続で食事も何

を食べたかわからないくらいでした。しかし例会後毎回

近くの喫茶店で皆さんが集まり談笑をされるのが恒例

で、私も参加させてもらい年齢が父親と同じぐらいの先

輩会員の話を聴かせてもらったことがとても勉強になり

ました。 

入会４年目の武田会長の時には青少年ＲＡＣ委員長に

指名されました。当時はローターアクトのお世話をする

ことが役目でした。よく例会後アクトのメンバーと飲みに

行ったことを思い出します。 

３０周年安藤正英会長の時は会報委員長３０周年記

念事業として黒人合唱団のコンサートを担当し岩田進

実行委員長と活動したことは良い思い出になっていま

す。４３年度には江南クラブとして８０年に一度の地区大

会を担当し福田パストガバナーの下、メンバー全員で頑

張ったことはまだ昨日の事のような気がします。 

４７年度には図らずも会長を受けることになり、先輩から

「贅をつつしみ無駄を省くべし」との助言を受け少しでも

私が会費を下げるようにと努力したことを思い出します。

５０年度は皆さんまだ記憶に新しいところで池上彰さん

の講演会を始め、多くの事業をメンバーが一丸となって

行ったことがとても良い思い出になっています。 

 ところで最近のロータリーは私が先輩から教わってき

たこととは少し様子が変わってきています。「ロータリー

は組織での派手な対内、外活動は枝葉末節の小事で

ある、最も賞揚し尊ぶべきは個人の奉仕だ。それが真

の道でロータリーの永世不変の基本理念である。」と教

えられましたが今では「もっと地域にアピールする活動

を」という方針に変わってきました。 

「地域へのアピール」は基本理念に基づく「奉仕活動」が

結果としてもたらせてくれるものであると考えます。綱領

に基づく職業奉仕こそがロータリーの基本でありこの基

本理念を忘れずにクラブ運営をすることが大切だと思い

ます。 

 ロータリーの「綱領」と「４つのテスト」は個々人が社会

に奉仕活動する際の大切な理念でありそれを旨とする

ロータリーは素晴らしい団体であると思います。 

 私も後何年いられるかわかりませんが、ロータリーの

「奉仕の理想」に向かって歩いていきたいと思います。 

 

 

点 鐘                会長  冨永 典夫君 
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本日の食事 

 
 

 

 

会報掲示板 

 
 

 
 

写真等がございましたら会報までお知らせください 

（担当 北畑 祐二・佐藤 弘夫） 

Ｍｙ ＲＯＴＡＲＹの登録はこちら 
※初めての方は 

アカウントを作成してください。 

※アカウントがある方は 

 ログインしてご覧ください。 

ROTARY ２７６０ 

アプリダウンロードはこちら 


